
令和７年度 第２回 大野市地下水対策審議会の概要 

                と き 令和８年３月１７日（火） 

午後１時２５分～２時３分 

ところ 大野市役所 大会議室 

 

１． 開会 

・会長あいさつ 

 

２． 議事 

（報告事項） 

●一級河川 赤根川 河川改修事業について 

【事務局より一級河川 赤根川 河川改修事業について説明後、質疑応答】 

〇委員  ：事業費 65億円、事業期間 17年間という規模について、より短縮できないのか。ま

た、国の補助事業を活用するのか。 

⇒事務局 ：予算の配分は福井県内の他事業との調整が必要であり、地元関係者からの要望が早

期着工・早期完成につながる。国費補助を活用しながら進める予定。 

〇委員  ：遊水地の面積はどの程度か。また、赤根川の流れを考えると西側に設置した方が良

いのではないか。 

⇒事務局 ：遊水地は、下流で溢れない程度の流量の水を一時的に貯留し、洪水後に徐々に放流

する仕組みである。面積規模は約 8haであり、面積を確保できる現エリアを選定し

た。ご指摘のとおり、川の流れが複雑になる箇所なので、今後設計で検討していく。 

〇委員  ：川幅拡幅により流速低下や水深変化が起こり、生物の生息環境に影響が出るのでは

ないか。 

⇒事務局 ：過去の魚類調査で多様な種が確認されており、工事においては生物多様性に配慮し

ていく。 

〇委員  ：川幅拡幅によって農業用取水施設への影響はないのか。 

⇒事務局 ：既存の取水権は守りつつ、拡幅後も機能するよう適切に整備する。水利権者との協

議は継続していく。 

 

３． その他 

・大野市水循環基本計画（令和８年２月版）の改訂について 

・現在の地下水位状況について 

【事務局より説明。質疑応答なし。】 

 

４． 閉会 

・副会長あいさつ 


